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　２月１２日、球磨中学校で、村内４小学校の６年生と保護
者、教諭約５０名が出席して小中連繋事業の閉校式を行いま
した。
　村内の６年生を対象に、平成１６年度から行っている事業
で、今年は、５月の開校式から計１６回、英語学習や体育、
美術、音楽など中学校の学習に慣れ、なめらかな入学を図る
ために取り組みました。

（詳細Ｐ６）

英語の授業楽しかったよ
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昨
年
は
、
世
界
的
に
農
業
・
食
料
を
め
ぐ

る
環
境
が
、
大
き
く
変
化
し
た
年
で
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
始
ま
り
、
国
際
穀

物
市
場
が
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
穀

物
相
場
の
急
騰
に
伴
い
、
多
く
の
穀
物
輸

出
国
に
お
い
て
輸
出
規
制
を
生
じ
、
食
料

を
海
外
に
依
存
す
る
多
く
の
発
展
途
上
国

で
は
、
食
料
を
求
め
る
暴
動
に
ま
で
至
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
亘
り
交
わ
さ
れ
て
き
た

Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
交
渉
に
お
い

て
は
、
発
展
途
上
国
の
反
対
等
に
よ
り
昨

年
七
月
に
決
裂
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
に
目
を
む
け
る
と
、
燃

料
・
飼
料
・
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中

で
、
特
に
施
設
園
芸
農
家
・
畜
産
農
家
に

と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
食
の
安
全
性
に
関
し
て

は
、
中
国
製
冷
凍
餃
子
問
題
を
始
め
、
事

故
米
問
題
な
ど
が
多
数
発
生
し
、
国
際
穀

物
価
格
の
高
騰
と
合
わ
せ
、
食
料
自
給
に

関
す
る
国
民
的
な
関
心
も
急
速
に
高
ま
り
ま

し
た
。

　

球
磨
村
の
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
う
え

で
、
広
く
村
民
等
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、

本
村
の
各
生
産
部
会
代
表
ら
十
五
名
で
構
成

し
「
球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
」
を
平
成
二
十
年
十
二
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
会
議
に
専
門
家
と
し
て
、

東
海
大
学
で
農
村
地
理
学
、
地
域
資
源
学
を

専
門
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
鈴
木
康
夫
教

授
と
、
農
業
情
勢
に
精
通
さ
れ
て
い
る
球
磨

地
域
振
興
局
の
西
島
農
業
普
及
指
導
課
長
に

も
に
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。現

代
農
業
社
会
の
問
題
点

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
米
価
の

下
落
や
輸
入
拡
大
に
よ
る
農
産
物
の
価
格
低

迷
に
よ
る
農
業
所
得
の
減
少
な
ど
、
従
来
の

生
産
構
造
の
ま
ま
で
は
農
業
の
継
続
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
不
足
に
伴
い
、
農
地
の
荒

廃
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
農
地
が
荒
廃
化

す
る
こ
と
で
農
地
が
有
す
る
多
面
的
機
能
が

損
な
わ
れ
、
国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

本
村
で
の
対
策

　

本
村
に
と
っ
て
農
業
は
、
地
域
の
経
済
や

社
会
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ
の
振

興
は
今
後
の
村
の
発
展
に
と
っ
て
、
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
村
の
高
齢
化
率
は
三
七
％
を
超

え
、
農
業
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
悩
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
大
変
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
村
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
が
ど
う
あ
る

自
律
と
連
携
で
活
性
化
！
く
ま
む
ら
農
業

2

球磨村の農業を考えるアドバイザー会議

毎年行われている野菜栽培講習会

農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
設
立
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べ
き
か
、
少
な
く
と
も
本
村
農
業
の
限
ら
れ

た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
ど
う
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
か
が
、
今
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
議
を
立
ち
上
げ
た
狙
い
で
す
。

　

今
後
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を
重

ね
、
現
在
村
が
行
っ
て
い
る
農
業
振
興
の
各

種
事
業
や
補
助
金
等
を
検
討
し
、
ま
た
集
落

座
談
会
を
通
し
て
、
農
家
の
方
々
の
意
見
等

を
取
り
入
れ
た
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
言

を
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
農
業
振
興
及
び
支

援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
目
指
す
べ
き
農
業
の
姿
と
し
て

「
経
営
者
の
マ
イ
ン
ド
を
発
揮
し
た
農
業
」

「
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
業
」
「
環

境
に
配
慮
し
た
農
業
」
の
三
つ
の
柱
を
掲

げ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
結
集
し
た

『
自
律
と
連
携
で
活
性
化
！
く
ま
む
ら
農

業
』
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

「
地
産
地
消
」
っ
て
よ
く

聞
く
け
ど
ど
ん
な
の
？

　

地
産
地
消
と
は
、
「
地
元
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
」
と
い
う
意
味
で

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
計
画
で
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
地
域
で
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
地
域
で
消
費
し
よ

う
と
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
農
業
者
と
消
費

者
を
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域

農
業
と
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

直
売
所
や
学
校
給
食
、
加
工
関
係
で
の
地
場

農
産
物
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
村
の
地
産
地
消
の
取
組

　

現
在
、
本
村
で
生
産
さ
れ
る
多
く
の
農
産

物
は
、
村
外
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内

で
は
、
「
か
わ
せ
み
物
産
館
」
や
地
元
の
商

店
、
加
工
グ
ル
ー
プ
、
学
校
な
ど
で
も
消
費

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な

い
よ
う
で
す
。

　

加
工
グ
ル
ー
プ
「
あ
じ
さ
い
」
で
は
、
村

内
で
採
れ
る
農
林
産
物
の
約
八
〇
％
を
使
用

し
、
地
元
農
林
産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
約
二
〇
％
は
大
豆
な
ど

で
、
村
内
生
産
量
が
少
な
い
た
め
、
国
産
に

依
存
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
の
米
飯
は
、
球

磨
村
産
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
、

村
の
全
額
補
助
に
よ
り
、
給
食
費
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
か
わ
せ
み
物
産
館
出
荷
協
議
会
」

に
入
会
さ
れ
る
と
、
物
産
館
で
の
販

売
が
で
き
、
村
内
は
も
ち
ろ
ん
村
外

の
方
に
も
消
費
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
の
「
食
」
に
対
す
る
安
全
意

識
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
消

費
者
の
間
で
は
安
全
で
安
心
、
し
か

も
味
の
良
い
農
産
物
に
高
い
関
心
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
地
元
で
採
れ
た
生
産
者

の
顔
の
見
え
る
農
産
物
を
、
地
元
で

安
心
し
て
消
費
し
て
い
た
だ
け
る
地

産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地産地消の流れ
直売所

量販店等

学校給食

福祉施設

観　光

外食・中食事業

加工関係

その他

販売・普及活動

　　　　　　　　

交流活動

地
産
地
消
活
動

販売・物流活動

　　　　　　　

情報活動

中山間直払制度集客協定締結に伴うワークショップ（松谷棚田）

かわせみ物産館には球磨村産が並びます

（農林水産省「地産地消推進検討会中間取りまとめ」参照）
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肥
薩
線
は
、
明
治
四
十
一
年
六

月
一
日
に
川
線
（
八
代
〜
人
吉
間

）
が
開
通
し
、
翌
年
の
十
一
月

二
十
一
日
に
山
線
（
人
吉
〜
吉
松

間
）
が
開
通
し
て
、
今
年
で
全
線

開
通
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
の
川
線
一
〇
〇
周
年
記

念
で
は
、
福
岡
と
大
分
を
結
ぶ
久

大
線
で
運
行
し
て
い
る
「
ゆ
ふ
デ

ラ
ッ
ク
ス
号
」
が
熊
本
〜
人
吉
間

を
走
り
、
一
勝
地
駅
に
も
停
車
し
、

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
の
着
工

　

明
治
三
十
年
九
月
に
球
磨
川
沿

岸
の
測
量
に
着
手
同
年
度
に
ほ
ぼ

完
了
し
ま
し
た
。
着
工
は
、
三
区

間
に
分
け
ら
れ
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

○
明
治
三
十
四
年
一
月

　

八
代
〜
坂
本
間
着
工

○
明
治
三
十
五
年
一
月

　

渡
〜
人
吉
間
着
工

○
明
治
三
十
五
年
一
月

　

渡
〜
坂
本
間
着
工

　

明
治
三
十
七
年
に
勃
発
し
た
日

露
戦
争
の
た
め
、
一
次
中
断
し
ま

し
た
が
、
翌
年
二
月
に
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
山
と
川
に
阻
ま

れ
た
路
線
で
非
常
に
困
難
な
工
事

で
し
た
。
ま
た
、
肥
薩
線
は
、
九

州
で
最
も
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
路
線

と
し
て
も
有
名
で
す
。
八
代
〜
人

吉
間
で
も
二
十
三
本
あ
り
、
最
長

で
は
、
告
ト
ン
ネ
ル
で
八
六
九
㍍

あ
り
ま
す
。

（
参
考
文
献　

球
磨
村
誌
中
巻
）

地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史

　
　

肥
薩
線
全
線
開
通
一
〇
〇
周
年

〜
「
Ｓ
Ｌ
あ
そ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
」
が
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
〜

②明治４１年６月１日　
　 八代～人吉間開通（開通時は鹿児

島本線と呼んでいた）

③明治４２年１１月２１日　
　 人吉～吉松間開通（肥薩線全線が

開通）

④明治４３年６月２５日　　
　 一勝地製材所の製品輸送のため那

良口駅開駅。大正２年３月１１日
旅客も取り扱った

⑤昭和２年１０月１７日　
　 鹿児島本線の八代以南を「肥薩　

線」と改称

⑥昭和１７年１２月２１日　
　大坂間駅開駅。
　昭和６３年３月１３日　
　大坂間駅を球泉洞駅と改称

⑧平成２１年１１月２１日　
　 山線「人吉～吉松間」開通100周年
　（肥薩線全線開通）

池の下を通過するＳＬ（昭和３４年頃　淋剛氏撮影）

⑦平成２０年６月１日
　川線「八代～人吉間」開通100周年

肥薩線の歴史
（本村関係）

①明治３６年９月５日
　吉松～隼人間開通
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今
春 

Ｓ
Ｌ
人
吉
号

が
走
る

　

肥
薩
線
全
線
開
通
一
〇
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
今
春
か
ら
熊
本
〜

人
吉
駅
間
を
復
活
運
行
す
る
「
Ｓ

Ｌ
人
吉
号
」
は
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
九

州
小
倉
工
場
で
修
復
を
終
え
、
出

番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

復
活
運
行
す
る
Ｓ
Ｌ
は
、
「
ハ

チ
ロ
ク
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
「
８
６
２
０
型
」
で
、
昭

和
五
十
年
三
月
で
引
退
し
、
昭
和

六
十
三
年
に
復
活
、
平
成
十
七
年

ま
で
「
Ｓ
Ｌ
あ
そ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
」
と
し

て
豊
肥
本
線
（
熊
本
宮
地
間
）

を
運
行
し
て
い
た
蒸
気
機
関
車

５
８
６
５
４
号
で
す
。

　

昨
年
の
十
二
月
十
六
日
、
同
工

場
で
、
安
全
運
行
を
祈
願
す
る

「
火
入
れ
式
」
を
行
い
、
桺
詰
恒

雄
村
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

桺
詰
村
長
は
「
火
入
れ
式
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
修

復
、
整
備
さ
れ
た
機
関
車
を
見

て
、
感
動
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｌ
人
吉

号
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
を
大
変

喜
ん
で
お
り
、
み
ん
な
で
知
恵
を

を
出
し
合
い
、
Ｓ
Ｌ
運
行
を
村
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

※ 

次
号
で
は
村
で
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

写真：ＪＲ九州提供

「ＳＬ人吉号」運行詳細決定
☆運行開始日　　平成２１年４月２５日（土）

☆運　転　日　　平成２１年４月２５日（土）〜１１月２９日（日）の金曜・土曜・休日
　　　　　　　　但し、検査のため毎週火曜日と４月２７日、８月３日は運休

☆運行区間　　　鹿児島本線・肥薩線　熊本〜人吉間（１日１往復）

☆車両　　　　　ＳＬ＋客車３両　定員１３２名  全車指定席

☆きっぷ　　　　ご乗車の場合は、ご利用区間の乗車券のほか、座席指定券が必要です。
　　　　　　　　 指定料金　大人：８００円（小人：半額）熊本駅から人吉駅までご利用の場合

（大人お一人様片道あたり）乗車券1,770円＋指定券800円

☆停車駅と運転時間
　○熊本駅⇒人吉駅（下り）

熊本 新八代 八代 坂本 白石 一勝地 渡 人吉

9:41発 10:26発 10:40発
(10:32着) 10:56発 11:26発

(11:23着)
11:52発
(11:42着) 12:02発 12:13着

　○ 人吉駅⇒熊本駅（上り）
人吉 渡 一勝地 白石 坂本 八代 新八代 熊本

14:39発 14:50発 15:08発
(15:00着)

15:28発
(15:25着) 16:09発 16:35発

(16:29着) 16:40発 17:21着
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一
月
二
十
二
日
、
全
国
を
旅
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
や
地

域
の
話
題
を
伝
え
る
ラ
ジ
オ
番
組

が
、
約
六
十
名
の
地
域
住
民
が
見

守
る
な
か
、
一
勝
地
駅
で
生
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
八
〇
ち
ゃ
ん
号
」
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
開
始
八
十
周
年
を
記

念
し
た
、新
ラ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
カ
ー

（
中
継
車
）
で
す
。
日
本
全
国
を

こ
の
車
で
旅
し
て
回
り
、
ふ
る
さ

と
の
皆
さ
ん
の
「
や
る
気
、
本
気
、

元
気
」
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し

ま
す
。
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

の
十
二
時
二
十
分
か
ら
約
二
十
分

間
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

番
組
は
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
受
験
生
に
人
気
の
高
い
、
一

勝
地
駅
の
入
場
券
や
合
格
祈
願
の

旅
を
観
光
案
内
所
の
岡
恵
美
子
さ

ん
、
役
場
職
員
の
金
栗
邦
代
商
工

観
光
係
長
が
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
球
磨
村
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
長
の
大
無
田
満
浩
さ
ん
、

球
磨
村
を
声
で
紹
介

八
〇
ち
ゃ
ん
号
「
一
勝
地
駅
」
で
生
放
送

　

一
月
二
十
八

日
、
一
勝
地
第

一
小
学
校
（
生

田
敏
男
校
長
）

の
三
年
生
十
人

が
、
地
域
に
継

承
さ
れ
て
い
る

昔
か
ら
の
建
物

を
勉
強
し
よ
う

と
、
一
勝
寺
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

一
勝
寺
の
住

職
見
習
い
、
森

純
道
さ
ん
が
、

一
勝
寺
の
歴
史

や
道
具
に
つ

い
て
説
明
。
そ
の
後
、
子
ど
も
達

か
ら
「
梵
ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
の
重
さ
」
や
「
な
ぜ

除
夜
の
鐘
は
、
一
〇
八
回
つ
く
か
」

な
ど
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

約
十
分
間
の
座
禅
を
体
験
し
、
日

頃
な
か
な
か
、
心
を
無
に
し
て
集

中
す
る
こ
と
の
無
い
子
ど
も
達
も
、

身
動
き
せ
ず
足
を
組
み
ま
し
た
。

　

馬
場
楓か
え
でく
ん
は
、「
以
前
座
禅
を

体
験
し
た
が
、そ
の
と
き
は
短
か
っ

た
の
で
、今
日
は
長
か
っ
た
。で
も
、

す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
勝
寺
は
、
秋
に
な
る
と

銀
杏
や
紅
葉
な
ど
が
き
れ
い
で
、

多
く
の
見
物
者
が
訪
れ
ま
す
。
ま

た
、純
道
さ
ん
が
考
案
し
た「
勝
守
」

と
い
う
お
守
り
も
人
気
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

地域の歴史を勉強
第一小 3 学年　一勝寺について

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
小
中
連
繋
事
業
は
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
な
め
ら
か
な
入

学
を
図
る
た
め
、
小
学
校
と
中
学

校
が
協
力
し
、
六
年
生
の
学
校
間

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
英
語
活

動
を
進
め
る
こ
と
で
英
語
学
習
へ

の
な
め
ら
か
な
導
入
も
図
っ
て
い

ま
す
。

　

二
月
十
二
日
、
連
繋
事
業
の
閉

校
式
が
球
磨
中
学
校
で
、
児
童
や

保
護
者
、
教
諭
な
ど
約
五
十
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長

の
松
川
豊
渡
小
校
長
は
「
昨
年
の

五
月
に
開
講
し
て
十
六
回
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通
し
て

場
所
・
友
達
・
学
習
に
慣
れ
る
、

こ
の
三
つ
の
目
的
は
、
十
分
に
達

成
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
残
り
の
小
学
校
生
活
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
し
ま

し
た
。各
小
学
校
代
表
の
児
童
が
、

事
業
で
学
ん
だ
こ
と
の
感
想
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
中

学
校
入
学
へ
の
不
安
が
無
く
な
っ

た
」「
英
語
の
授
業
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
」「
友
達
が
い
っ
ぱ
い
で

き
た
」
な
ど
、
こ
の
事
業
の
成

果
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
し

た
。

　

閉
校
式
終
了
後
に
は
、
児
童
と

保
護
者
へ
中
学
校
か
ら
入
学
説
明

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

球
泉
洞
か
ら
横
井
博
文
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
、
球
磨
村
の
見
所
を
紹
介

し
ま
し
た
。

短い時間で球磨村をＰＲしました

心を無にして精神統一

英語学習の成果を発表しました

早く中学生になりたい！
球磨村小中連繋事業閉校式
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二
月
八
日
、
球
磨
中
学
校
体
育

館
で
、
第
三
十
一
回
球
磨
村
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
村
内
の
小
中
学

生
約
百
四
十
人
の
選
手
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
桺
詰
恒
雄
体
育

協
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、

愛
甲
泰
治
村
議
会
議
長
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
球
磨
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
二
年
の
山
口
藍

さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
力
強
く
し
、

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
小
学
四
年
生
以
下
の

部
に
十
八
チ
ー
ム
、
小
学
五
・
六
年

生
の
部
に
二
十
チ
ー
ム
、
中
学
生

の
部
に
十
七
チ
ー
ム
、
高
校
・
一

般
の
部
に
十
三
チ
ー
ム
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
部
門
と
も
ダ
ブ
ル
ス

と
し
、
二
一
点
の
一
セ
ッ
ト
方
式

で
予
選
リ
ン
ク
を
行
い
（
高
校
・

一
般
の
部
は
総
当
た
り
戦
）、
そ
の

後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競

技
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

★
小
学
四
年
生
以
下
の
部

優
勝　

大
瀬　
　

葵

　
　
　

大
瀬　

風
夏
（
神
瀬
小
）

　
　
　

伊
高　

美
優

（
選
手
重
複
の
た
め
優
勝
３
名
）

三
位　

井
本
菜
奈
美

　
　
　

西　
　

理
帆
（
第
二
小
）

三
位　

鵜
口　

奈
々

　
　
　

鵜
口　

千
穂
（
渡
小
）

★
小
学
五
・
六
年
生
の
部

優
勝　

鎌
畑　

美
侑

　
　
　

大
瀬　

綾
奈
（
神
瀬
小
）

二
位　

立
野　

結
花

　
　
　

戸
屋　

歩
美
（
渡
小
）

三
位　

渡
邊　

智
花

　
　
　

内
布　

玲
慈
（
渡
小
）

三
位　

毎
床　

太
一

　
　
　

村
山　

巧
弥
（
第
二
小
）

★
中
学
生
の
部

優
勝　

鵜
口　

貴
文

　
　
　

小
川
亜
州
海

二
位　

山
口　

亜
美

　
　
　

堤　
　

あ
い

三
位　

犬
童　

結
香

　
　
　

馬
場
恵
里
奈

三
位　

橋
詰　

奈
々

　
　
　

高
沢
む
つ
み

★
高
校
・
一
般
Ａ
ラ
ン
ク

優
勝　

友
尻　

紘
司

　
　
　

吐
合　

栄
吉

二
位　

椎
屋　

政
信

　
　
　

舟
戸　

恵
美

三
位　

岡　

ひ
と
み

　
　
　

大
無
田
浩
司

★
高
校
・
一
般
Ｂ
ラ
ン
ク

優
勝　

小
谷
り
つ
子

　
　
　

渡
邊　

福
美

二
位　

板
崎　

幸
一

　
　
　

中
園　

和
夫

三
位　

堤　
　

あ
い
（
中
学
生
）

　
　
　

堤　

小
夕
里

コ
ー
ト
狭
し
と
シ
ャ
ト
ル
を
追
う

第
三
十
一
回　

球
磨
村
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

保護者の応援にも熱が入りました

　

今
春
、
肥
薩
線
を
Ｓ
Ｌ
が
復
活
運
行
し
、
平
成
二
十
三
年
春
に

は
、
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
村

で
は
、
観
光
誘
客
対
策
と
し
て
観
光
案
内
人
を
養
成
し
、
受
け
入

れ
体
制
を
強
化
し
て
、
観
光
客
の
確
保
を
図
る
た
め
に
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
十
二
日
、
十
四
名
が
参
加
し
て
、
郷
土
史
家
渋
谷
敦
さ
ん

（
錦
町
在
住
）
を
講
師
に
「
肥
薩
線
の
工
事
と
経
過
」
と
題
し
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
で
経
済
産
業
省
認
定
の
産
業

遺
産
で
あ
る
、
白
石
駅
と
球
磨
川
に
架
か
る
球
磨
川
第
一
橋
梁
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
三
月
五
日
ま
で
計
四
回
開
催
さ

れ
ま
す
。観光案内人講座開催

楽 し く 学 ぼ う

地元受講生から説明を聞きました（白石駅）
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平成２１年度　臨時職員を募集します
試験職種 看護師又は准看護師 一般事務 小学校アフタースク

ール教室指導補助員 中学校事務補助員

採用人数 １人 １人 ２人 １人

勤務先及び
職務内容

４月１日より、球磨
村役場に勤務し、介
護予防業務に従事す
る。

４月１日から９月
３０日まで、球磨村
役場に勤務し、球磨
村農業振興地域整備
計画の変更（全体見
直し）に伴う一般事
務。

４月１日から平成
２２年３月３１日ま
で、球磨村立一勝地
第二小学校もしくは
球磨村立神瀬小学校
に勤務し、アフター
スクール教室指導の
補助。

４ 月 １ 日 か ら 平 成
２２年３月３１日ま
で、球磨村立球磨中
学校に勤務し、中学
校事務及び授業の補
助。

受験資格

看護師又は准看護師
の免許を有する者で
球磨村に居住できる
者。

現在失業中で、球磨
村に居住し、パソコ
ン（ワード及びエク
セル）を利用できる
者。

現在失業中で、球磨
村に居住している
者。

現在失業中で、球磨
村に居住している者。

受験手続

（１）受付の期日及び時間
　　　期日：平成２１年２月２５日（水）から３月１０日（火）まで
　　　　　　但し、土曜・日曜を除く。
　　　時間：午前８時３０分から午後５時まで。

（２）申込手続
　　　球磨村役場総務課に備え付けの、申込用紙に必要事項を記入して、総務課窓口へ提

出ください。

試験の日時等

試験内容：面接試験（約１５分程度）
試験期日：平成２１年３月１５日（日）　午後１時から午後５時までの間

　（面接時間については、申込者に申込締切後、別途通知します）
試験会場：球磨村役場　３階談話室
合格発表：合格者には、３月下旬、郵送により合格通知するほか、球磨村役場に掲示する。
※ 時間には、遅れないようにお出でください。
※ 総務課窓口で受付をお願いします。

給料等

日額　７，０００円
賃金のほか、社会保
険・雇用保険が適用
される。

日額　５，１００円
賃金のほか、社会保
険・雇用保険が適用
される。

日額　５，１００円
賃金のほか、社会保
険・雇用保険が適用
される。

日額　６，０００円
賃金のほか、社会保
険・雇用保険が適用
される。

問い合わせ先
球磨村役場　

住民福祉課
℡ 0966-32-1112

球磨村役場　
産業振興課

℡ 0966-32-1115

球磨村教育委員会
℡ 0966-32-1117

　　

　　　　　　（試験に関する問い合わせ先）
　　　　　　　　　　　球磨村役場　総務課　総務係　☎  0 9 6 6 - 3 2 - 1 1 1 1
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全面通行止め及び迂回路のお知らせ
　一勝地宮園地区の芋川護岸工事に関しまして平素より、大変ご迷惑お掛けしています。
今回も、水防災対策特定事業の一環として、護岸工事及び村道第二田代線と宅地の盛土・
嵩上げ工事を行わせて頂きます。つきましては全面通行止めが必要となり、下記の期間実
施いたしますので、ご協力をお願いいたします。

記

○工　　事　　名：芋川地区築堤護岸工事
○全面工事止め箇所：球磨村大字一勝地宮園地区内
　　　　　　　　　　（一勝地橋より一勝地第一小学校までの村道第二田代線）
○全面通行止め期間
　　平成２１年３月２日（月曜日）から平成２１年６月３０日（火曜日）までの４か月間
○工事の内容：村道第二田代線の盛土嵩上げ
　　及び排水溝・舗装工の工事
　　家屋の嵩上げ工事（民間工事）
　　球磨村簡易水道の施工
○全面通行止め及び迂回路図

（問い合わせ先）　球磨村役場　建設課　☎ ０９６６−３２−１１１６
　　　　　　　　　昭和建設株式会社　
　　　　　　　　　　　　　人吉営業所　☎ ０９６６−２２−２２６６
　　　　　　　　　　　芋川現場作業所　☎ ０９６６−３２−０１０８
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平成２１年度　住民健康診査のお知らせ

★平成２１年度健診申し込みについて
　健診申し込みは、３月１０日にお渡しする予定です。
　記入方法は、３月１０日発行の広報「おしらせ版」をご覧ください。
　なお、平成２０年度より人間ドック料金の助成はありませんのでご注意ください。	

保健師より

★メタボリックシンドローム診断基準

（問い合わせ先）球磨村役場　健康衛生課　☎ 0966-32-1139

血清脂質異常
中性脂肪	
　　　150mg/dL 以上
かつ、または
HDLコレステロール値	
　　　		40mg/dL 未満	

内臓脂肪蓄積
へそ周り　男性	85cm以上
　　　　　女性	90cm以上

血圧高値
最高（収縮期）血圧
　　　	130mmHg以上
かつ、または
最低（拡張期）血圧
　　　			85mmHg以上

高血糖
空腹時血糖値
　　110mg/dL 以上	

内臓脂肪の蓄積に加え左の２項目
該当でメタボリックシンドローム
１項目該当でメタボ予備軍

＋
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　 空気が乾燥しています
　　　  火の取り扱いには十分に注意しましょう！

　毎年、空気が乾燥しているこの時期に多数の林野火災が発生しています。また、全国で住宅火災が
発生して尊い命が失われています。このようなことから、空気が最も乾燥し、住宅火災及び林野火災
予防運動を同一期間に実施することとなりました。この運動への村民皆様の積極的な参加をお願いす
るとともに、自らの火災及び災害に強い村づくりの継続的な推進のためどうぞよろしくお願いします。

◎ 実施運動：春季全国火災予防運動及び全国山火事予防運動
◎ 運動期間：平成２１年３月１日（日）〜７日（土）
◎ 防火標語：「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」（全国火災予防運動）
　　　　　　 「見直そう　森の恵みと　火の始末」（山火事予防運動）

住宅防火　命を守る　７つのポイント　　〜３つの習慣・４つの対策〜

（問合わせ先）人吉下球磨消防組合　西分署　☎０９６６−３２−０１１９

【３つの習慣】　
○寝たばこは絶対にやめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用する。
○ ガスコンロなどのそばを離れると

きは、必ず火を消す。

【４つの対策】
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○ 火災は小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を

つくる。

　 プチ健康タイム ●変形性関節症を予防しよう（膝編）　●
　本村でも多くの方が膝関節に痛みなどの症状をお持ちのようです。（介護を必要とする方の原因疾患の上位でもあります。）
　現在痛みや腫れなどがある場合は医師の指示が必要ですが、予防や症状の軽減に役立つ、寝て行える運動を紹介します
ので、ぜひ試してみてください。（特に、Ｏ脚の方にはおすすめです。）

◆大腿四頭筋（太ももの前部）のトレーニング
　四頭筋セッティング（①）
　（方法） 膝を伸ばした状態で膝の下に座布団やボールを置き、押しつぶすように力を入れます。
　（ポイント）太ももの前に力を入れるように意識するとやりやすいと思います。
　（腰を反らないように注意！）　５〜１０秒間力を入れ続けます。
　伸展下肢挙上（②）
　（方法）膝をできるだけ伸ばした状態で片脚ずつ下肢を持ち上げ維持します。反対側も行います。
　（ポイント）持ち上げる角度は３０〜４０度程度で、１０〜２０秒間維持します。

◆ 内転筋（太ももの内側）のトレーニング（③）
　（方法）太ももの間にはさんだ座布団やボールを押しつぶすように力を入れます。
　（ポイント）息を吐きながら、１０秒程維持します。

◆ 中臀筋（臀部）のトレーニング（④）
　（方法）横向きになり、上側の下肢を上げます。（膝は延ばしても曲げてもよい。）反対側も行います。
　（ポイント）１０〜２０秒間維持します。

★ 筋力トレーニングを行うときの注意点 ★
１． 呼吸は止めないで、なるべく、ゆっくり行う。
２． 無理はしない。（きつい時や痛みがある時などは行わない。または医師に相談する。）
３． 準備体操と整理運動にストレッチを取り入れる
４． 初めは１セット１０回とし、慣れてきたらセット数を増やします。

（参考文献）：財団法人健康・体力づくり事業財団「健康づくり 4 月号」
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！「支援センター陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 4:00、土曜日は
８:00 ～ 13:00 まで開放しています。（祭日はお休みです）

　�≪３月「陽だまり」行事予定≫
　　７日(土)ありがとう・よろしく会
　　　　　（あおむし応援団）
１０日(火)	陽だまりサロン
１４日(木)	りんごの木サークル
１８日(水)		陽だまりサロン：ミニ講座
｢わが子のこんなとき、どうする？｣？
１９日(木)	３,６ヶ月健診
２４日(火)陽だまりサロン

《
子
ど
も
の
笑
顔
は
元
気
の
元
》

こ
が
ね
保
育
園

　

当
保
育
園
で
は
、
地
域
活
動
事
業
の
一

環
と
し
て
「
せ
せ
ら
ぎ
」
訪
問
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
先
月
二
十
日
に
二
才
以
上
児

二
十
八
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

発
表
会
で
披
露
し
た
遊
戯
と
民
話
劇
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

二･

三･

四
才
児
さ
ん
の
遊
戯
は
「
も
ぞ

か
な
ー
」「
こ
ま
か
て
よ
ー
お
ど
っ
と
な
ー
」

と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
見
ら
れ
て
ま
し
た
。
年

長
さ
ん
の
踊
り
に
な
る
と
、
涙
を
流
し
な

が
ら
感
動
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
最
後
は
、
年
長
さ
ん
の
民
話

劇
「
か
め
わ
り
い
し
」
は
、
前
回
の
訪
問

で
、
物
語
り
の
暗
唱
を
披
露
し
、
今
回
は

劇
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
球
磨
村
の
お

は
な
し
な
の
で
と
て
も
興
味
深
く
見
ら
れ
、

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
で
見
ら
れ
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
頂
き
子
ど
も
達
も
と
て
も
嬉
し

そ
う
で
し
た
。
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
節
分
の
豆
を
ひ
と
り
ひ
と
り
に
手
渡

し
す
る
と
、「
ま
た
き
て
ネ
」「
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、
施
設
の
方

か
ら
は
、「
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時

が
一
番
い
い
顔
を
さ
れ
て
る
よ
う
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
く
ま
む
ら
の
ひ
な
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
、
球
磨

村
の
観
光
案
内
所
・
か
わ
せ
み
温
泉
・
石
の
交
流
館

や
ま
な
み･

球
泉
洞
に
は
手
作
り
の
お
ひ
な
様
や
代
々

伝
わ
る
由
緒
あ
る
お
ひ
な
様
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

渡
保
育
園
で
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
年
長
児
が
協

力
し
て
“
春
”
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
色
紙

に
書
き
ま
し
た
。
こ
の
素
直
な
こ
と
ば
が
球
磨
村
を

訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

色
紙
の
和
紙
は
保
小
連
携
「
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
」

で
、
四
年
生
と
一
緒
に
紙
す
き
体
験
で
仕
上
が
っ
た

も
の
で
す
。
一
年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
い
つ
も

と
違
う
春
へ
の
期
待
感
が
短
い
文
章
の
中
か
ら
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、「
か
わ
せ
み
温

泉
」
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
み
な

さ
ま
も
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
か
わ
せ
み
温
泉
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
同
時
に
球
磨
川
の
河
原
の
石
で
作
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
な
お
ひ
な
さ
ま
も
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

三
月
三
日
（
火
）
は
、
球
磨
村
の
ひ
な
ま
つ
り
が

「
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
」
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
球

磨
村
の
保
育
園
児
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
発
表
を
し
て
球
磨
村
の
ち

び
っ
子
パ
ワ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。

　

く
ま
む
ら
の
ひ
な
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
に
あ
た
た

か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
く
ま
む
ら
の
ひ
な
ま
つ
り
》

渡
保
育
園

●陽だまりサロン●

《りんごの木サークルおすすめ絵本》
「ちびねずくんのなが〜いよる 」 

ダイアナ・ヘンドリー／作
ジェーン・チャップマン／絵くぼしまりお／訳《今月の赤ちゃんこんにちは！》

《
就
学
児
交
通
指
導
》

神
瀬
保
育
園

　

二
月
六
日
、
新
一
年
生
に
な
る
三

名
は
、
一
勝
地
駐
在
所
の
お
ま
わ
り

さ
ん
と
一
緒
に
国
道
で
道
路
通
行
や

横
断
な
ど
の
お
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
園
で
行
っ
て
い
る
の
で
緊

張
す
る
こ
と
な
く
う
ま
く
出
来
ま

し
た
。
そ
し
て
防
犯
に
つ
い
て
「
こ

ど
も
ひ
な
ん
の
家
」
の
黄
色
い
旗

が
掲
げ
て
あ
る
と
こ
ろ
は
、「
困
っ

た
と
き
に
助
け
て
も
ら
え
る
所
」

と
教
え
て
も
ら
い
早
速
文
字
が
読

め
る
三
名
は
、
道
路
沿
い
に
あ
る

黄
色
い
旗
に
興
味
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
他
の
園
児
と
信
号

の
約
束
「
青
は
左
右
良
く
見
な
が

ら
渡
る
。
黄
色
は
も
う
す
ぐ
赤
に

な
る
か
ら
注
意
し
て
。
赤
は
危
な
い

か
ら
止
ま
れ
」、
そ
の
他
の
歩
行
者

用
信
号
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
等

具
体
的
に
教
え
て
頂
き
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
は
６
歳
未
満
の
子
ど
も

は
つ
け
な
い
と
違
反
に
な
る
こ
と
、

携
帯
電
話
し
な
が
ら
の
運
転
が
違

反
に
な
る
こ
と
な
ど
も
聞
い
て
お
家

で
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
も
お
話

し
よ
う
ね
と
お
約
束
し
ま
し
た
。

　風の強い夜、こわがりや
のチビねずくんはオオねず
くんを起こしてばかり。
　眠れない二匹のねずみの
ながーい夜のお話です。

●３才児健診●

　渡保育園の豆まきに参加しました。
福の神や赤鬼、青鬼が出てきて大賑
わい！豆をまいて今年の無病息災を祈
願しました。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 4:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

「鬼はそと、福は　
うち！」
鬼も迫力満点です。

　陽だまりさまのＩ
さんの手作りミニお
雛様です。細部にま
でこだわった見事な
もの。渡保育園のロ
ビーに展示してあり
ます。

み
ん
な
元
気
な

　
　

３
才
で
す
。
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社会福祉協議会

心配ごと相談　気軽に相談を
　生活する上での様々な悩みや問題等ありましたら、気軽に相談くだ
さい。種々の関係機関と連携をとりながら、解決へのアドバイスをい

たします。

　★ 相談日　毎月第４金曜日
　★ 時　間　午前９時〜１２時
　★ 場　所　高齢者生活福祉センター「せせらぎ」
　★ 相談員　上原　正博　☎ 34-0020　原　ひとみ　☎ 33-0228
　★ 問合先　球磨村社協　☎ 32-0022

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
  

（
一
月
分
）

○ 

内
布
マ
サ
子　

様
（
故
東　
　

和
）

○ 

山
口　

敏
章　

様
（
故
ミ　
　

エ
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

○ 

河
野　

勝
司　

様
（
故
右
田
民
雄
）

○ 

木
屋　

信
廣　

様
（
故
榮　
　

子
）

○ 

尾
方　

袈
義　

様
（
故
長　
　

義
）

○ 

毎
床　

和
博　

様
（
故
和　
　

子
）

○ 

田
中　

文
丸　

様
（
故
キ
ミ
子
）

○ 

池
下　

正
行　

様
（
故
ヤ
イ
ノ
）

【
篤
志
家
よ
り
】

◎
社
会
福
祉
事
業
へ

　

第
二
回
球
磨
村

　
　
　

新
春
の
つ
ど
い
代
表
者　

様

健康食品とは
健康食品と呼ばれるものについては、法律上の定義は

無く、広く健康の保持増進に資する食品として販売・利用されるも
の全般を指しているものです。
　そのうち、国の制度としては、国が定めた安全性や有効性に関す
る基準等を満たした「保健機能食品制度」があります。

※ 保健機能食品は、食品の目的、
機能等の違いによって、「特定
保健用食品」と「栄養機能食品」
のふたつに分類されます。

【特定保健用食品】
・ 一般に「トクホ」と呼ばれています。
・ 厚生労働省の許可を受けた食品です。
・体の調子を調える機能に着目して加工された食品です。
・ 血圧、血中コレステロールなどを正常に保つことを助ける食品、お腹の調子を整える

食品、虫歯の原因になりにくい食品などの成分を含んでいます。
・ 医薬品ではないので、病気が治るということではありません。ですから、医薬品と誤

解される表示はできません。
・ 何にでも効果があるというわけではありません。多量に取ったら良いということでは

ないです。
【特別用途食品】

・厚生労働省の許可を受けた食品です。
・病者、乳幼児、妊産婦、高齢者など特別の用途を限定したものです。
・医学的・栄養学的表現で記載されています。

　「トクホ」は、バランスのとれた食生活が困難な場合、その不足し
た栄養成分を補給したり健康を維持するためのものです。
　本来、栄養状態を適正に保つには、食の ｢ 質 ｣ と ｢ 量 ｣ と ｢ 食べ
方 ｣ が大切です。
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区間賞  那良さん

青年団活動の記録

　〜きっとあなたは☆青年団☆という
　　　　　　　ファンタジーな世界のとりこになるはず！〜
青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどうぞ！手軽にホームページからＯＫです

（パソコン）http://k-ypa. net/　　（携帯電話）http:/ /k- ypa.net/i/

（Blue Halcyon Times）

　２月８日（日）にあさぎり町役場周辺にて、
第３９回球磨郡町村対抗青年団駅伝大会が開
催されました。

　大会はあさぎり町役場東庁舎をスタート・ゴールとする、全８区間（１８．２１ｋｍ）の周回コースで行われ、球
磨郡の青年団から７チーム、一般参加（オープン）で６チーム、１３チームが参加し競い合いました。昨年は☆準優
勝☆ということもあり、今年こそは優勝をめざして挑みました！！
　球磨村は１区から３位と優勝圏内を快走しアンカーにタスキが渡った順位も３位でしたが、那良昌宏団長が１km
約３分４５秒ペースを維持し、区間賞の走りで１人抜いてゴール。見事『準優勝 ! !』を勝ち取ることができました。
準優勝カップが球磨村に帰ってきたので、みんな大喜びでした (#^.^#)
　夜の慰労会では、飲んで、鍋をつつきながら談笑する光景はとても輝いていまいした。来年こそは、来年こそは優
勝できるようにより一層頑張りたいです。駅伝メンバーは次のとおりです。（　）は区間順位

１区　中渡　考之 ⑶ ２区　上原　千尋 ⑹ ３区　犬童翔一郎 ⑶ ４区　岩戸　龍也 ⑵
５区　原　　麻美 ⑸ ６区　犬童　貴志 ⑶ ７区　槻木　正剛 ⑵ ８区　那良　昌宏 ⑴

☆準優勝☆

　　　１区～２区　　　　　　　　３区～４区　　　　　　　　５区～６区

　　　　７区～８区　　　　　　	　スタート　　　　　　　　　ゴール !!

　　表彰式です (*^^)v　　　	打ち上げは優勝でした　　頑張りました、体育部長

駅伝大会
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　　　　　　　　　　　　　　　３ 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆ 球磨村文化祭&生
涯学習フェスティ
バル（9:00 渡小）

◆ 春季全国火災予防運動
及び山火事予防運動

2 3　
◆ 球磨村のひなま
つり

（10:00 やまなみ）

4 5
◆定例町村長会議

6 7
◆森林ボランティア

8 9 10
◆区長文書

11 12 13 14

15
◆行政相談
　（9:30 役場）
◆ 球磨中学校卒業
式（10:00 球中）

16 17 18 19
◆３・６ヶ月健診
（13:00 渡多）

20春分の日 21

22 23 
◆区長会
　（13:30 改セ）

24 25
◆ 村内４小学校　
卒業式
◆区長文書

26
◆ 村内小・中学校
終了式

27 28 
◆ 球磨村交通安全グ
ラウンドゴルフ大
会（9:00  運公）

29 30 31

みんなの
広　場

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

作　

日
当
山
岳

卒
業
し
て　

母
の
内
職　

や
め
さ
せ
る

素
顔　

何
処
の
マ
マ
さ
ん
だ
っ
た
っ
け

す
っ
き
り　

互
い
に
誤
解
し
と
っ
た
つ

打
ち
あ
け
て　

振
ら
る
ゝ
よ
り
か　

片
想
い

踊
ら
さ
れ　

気
が
付
い
た
時　

ま
っ
裸

行政相談開催
　あなたの行政に対する苦情や疑問を相談して
いただくためのものです。秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談下さい。

日　時：平成２１年３月１５日（日）
　　　　午前９時３０分から１１時３０分まで

場　所：球磨村役場　２階相談室

対応者：行政相談員　小橋口直樹委員

（問い合わせ先）
　球磨村役場　総務課
　☎０９６６−３２−１１１１

春季全国火災予防運動及び山火事予防運動
平成20年分　確定申告受付

平成20年分　確定申告受付

平成20年分 確定申告受付

県立高校入試（後期）
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○自己紹介�
　	　仕事で福祉に携わり、障害者にとっては、まだまだ
見えない福祉の時代に、任意で身体障害者福祉協議会
の立ち上げから今日まで、事務手続きの手伝いや情報
の配信をし、皆でこつこつと積み上げながら、社会へ
の恩を忘れないように生活しています。

○元気の秘訣は？�

　	　身体が弱いこともあって、常に健康には気付ける
ようにしてきました。自分なりの生活の仕方、障害
福祉に関わって４５年以上になりますが、みんなの
幸せをめざして、手伝いができることが私の生き甲
斐、健康の秘訣ですね。

犬童　訓
さとし

		さん
 （80 歳　岳本地区）

質問

後

集

編

記

　

一
日
一
日
と
春
が
近
づ
く
気
配
を

感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
至

る
と
こ
ろ
で
、
梅
の
花
が
満
開
を
む

か
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
言
っ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
寒
く
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

さ
て
、
我
が
家
の
こ
と
で
す
が
、

長
男
が
よ
う
や
く
四
月
か
ら
、
小
学

校
へ
入
学
し
ま
す
。
親
の
心
配
を
よ

そ
に
、
本
人
は
、
早
く
行
き
た
い
よ

う
で
ワ
ク
ワ
ク･

ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
。
二
月
か
ら
入
学
へ
向
け
、
早

起
き
や
体
力
づ
く
り
な
ど
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
事
な
の
は
“
あ
い

さ
つ
”
だ
と
思
い
ま
す
。
「
お
は
よ

う
」
で
始
ま
り
「
お
や
す
み
」
で
終

わ
る
一
日
の
習
慣
を
し
っ
か
り
と
叩

き
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

　
　
　
　

明
る
い
あ
い
さ
つ
』

（
松　

祐
）

　

氏　

名　
　
　

年　

齢　
　

地　

区

内
布　

東
和　
　

71
才　
　
　

内　

布

尾
方　

長
義　
　

82
才　
　
　

楮　

木

池
下
ヤ
イ
ノ　
　

91
才　
　
　

舟　

戸

田
中
キ
ミ
子　
　

83
才　
　
　

茶　

屋

伊
高　

勇　
　
　

86
才　
　
　

伊
高
瀬

1月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

2月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 5 5   △ 1 △1 7

人　口（人） 4 , 7 1 2   △   7 △77

男　（人） 2 , 2 2 4   △   2 △ 3 0

女　（人） 2 , 4 8 8   △   5 △ 4 7

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名　
　
　

保
護
者　
　

地　

区

谷
口　

響ひ
び
き希　

　

哲　

也　
　

柳　

詰

○神瀬保育園（球泉洞センター森林に展示）

○ こがね保育園（一勝地駅観光案内所に展示）

○ 渡保育園（一勝地温泉“かわせみ”に展示）

村内３保育園の
ひな祭りの作品

　3月 3日「くまむらのひなまつり」が、石の
交流館「やまなみ」で午前 10時から開催され
ます。3保育園の園児もいろいろな発表をして
くれます。ぜひ、お越しください。


